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常盤橋について 
 

１ 現在の常盤橋の経緯 

平成 7 年   現在の常盤橋は、紫川の河川拡幅にあわせ、江戸時代の長崎街道を連想 

させる歩行者専用の木橋として架け替え 

平成 11 年～   他都市において、常盤橋と同じボンゴシを使用した橋が腐食により落橋 

した事故を受け、常盤橋の調査と安全確認を行った結果、腐食の兆候が 

確認されたため、専門家の助言を受けながら補修等の対策を検討 

平成 16 年～   防腐処理などの補修や補強を行うとともに、橋げたの沈下量を定期的に 

観測するなど、長く使うための維持管理を実施 

令和 6 年 9 月  橋げたの沈下量の異常な変化と損傷が確認されたため、安全確保を優先 

して通行止めを実施 

令和 7 年 1 月  常盤橋に関する懇話会を開催 

令和 7 年 3 月  第一回常盤橋のあり方検討会を開催 

令和 7 年 9 月  第二回常盤橋のあり方検討会を開催 

令和 7 年 11 月～ 常盤橋安全対策工事に着手 

令和 8 年 4 月  「常盤橋のあり方検討会」と地元大学生が安全対策工事を見学 

 

２ 常盤橋のあり方検討会 

（１）第一回常盤橋のあり方検討会（令和７年３月２６日） 

１）開催概要 

 ・常盤橋の歴史及び現在の常盤橋の損傷状況や技術的な所見（専門家による説明） 

   ・歴史・文化性、まちづくりや観光資源の観点及び今後のあり方等に関する意見交換 

  ２）意見交換 

 ・常盤橋は、どのような形であっても残してほしい。 

   ・木製の橋げたは補修が困難であるため、安全性を考えると早めに撤去すべき。 

   ・架け替えてしっかり活用し、皆に愛され維持管理してもらえるような取組み 

をすべき。 

（２）第二回常盤橋のあり方検討会（令和７年９月５日） 

１）開催概要 

 ・安全対策工事等に関する報告（事務局：北九州市） 

   ・架け替えを軸として今後のあり方に関する意見交換 

２）意見交換 

 ・常盤橋は、歴史的にも観光の視点でも重要。 

・将来を担う若者の負担とならない再建やメンテナンスの計画が大事。 

   ・歴史や観光、学びに加え、取り外した木材の再活用など SDGs の視点を取り入れて 

    はどうか。 

令 和 ８ 年 ５ 月 １ ４ 日 

都 市 戦 略 整 備 委 員 会 資 料 

都市整備局長寿命化対策課 
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（３）「常盤橋のあり方検討会」と地元大学生による安全対策工事の現場見学 

（令和８年４月１３日） 

１）現場見学の目的 

・取り外された木材の状態から、今後の再活用の可能性を探る 

・次世代を担う学生向けたフィールドワークを実施 

２）参加者 

・常盤橋のあり方検討会構成員６名 

・地元大学生２１名（西日本工業大学、九州工業大学） 

 

３ 今後の進め方 

木製の橋げたを取り外した後、川の中に残ったコンクリートの橋脚が再利用 

できるかなどを調査・検討し、その結果を踏まえ、常盤橋のあり方検討会において、 

架け替えを軸に、総合的に議論を深めていく。 

 

 

（参考）構成員名簿(敬称略・五十音順)  
氏名 所属・役職等 

植田
うえだ

 詩生
し う

 株式会社福岡リビング リビング北九州編集長 

内田
う ち だ

 晃
あきら

 北九州市立大学 副学長 地域創生学群 教授 

海老原
え び は ら

 佑太郎
ゆうたろう

 北九州市Ｚ世代課パートナー（大学生） 

岡 本
おかもと

 勝
まさる

 前 京町第一町内会 会長 

柴山
しばやま

 品子
し な こ

 長崎街道小倉城下町の会 理事 

辻
つじ

  利之
としゆき

 Ｗｅ Ｌｏｖｅ 小倉協議会 会長 

永尾
な が お

 正剛
まさのり

 元 北九州市立自然史・歴史博物館 参事 

松本
まつもと

 裕昭
ひろあき

 西小倉校区自治連合会 会長 

綿瀬
わたせ

  鈴乃
り の

 北九州市Ｚ世代課パートナー 

渡辺
わたなべ

  浩
ひろし

 福岡大学 工学部 教授 
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「第一回常盤橋のあり方検討会」資料より抜粋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 
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「第二回常盤橋のあり方検討会」資料より抜粋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 
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あり方検討会構成員及び地元大学生による現場見学 

 

・大型クレーン車による橋げたの取り外し 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取り外した橋げたの腐食状況の確認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙３ 

腐食部拡大 

 


